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国
土
交
通
省
は
２
０

２
７
年
度
当
初
予
算
と

し
て
８
兆
７
６
９
４
億

円
（
26
年
度
当
初
比
44

％
増
）
を
概
算
要
求
す

る
こ
と
を
固
め
た
。
こ

の
う
ち
住
宅
局
関
係
は

４
１
８
７
億
円
（
同
１

４
３
％
増
）
で
、
従
来

は
補
正
予
算
で
計
上
さ

れ
て
い
た
み
ら
い
エ
コ

住
宅
２
０
２
７
事
業
予

算
２
０
０
０
億
円
（
25

年
度
補
正
予
算
比
14
％

増
）
を
当
初
予
算
で
要

求
す
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、
当
初
予
算
の
要

望
額
は
前
年
度
か
ら
２

倍
以
上
に
膨
ら
ん
だ
。

こ
の
ほ
か
、
建
築
物
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ボ
ン
の
排
出
削
減
に
取

り
組
む
新
築
な
ど
を
補

助
す
る
新
事
業
で
40
億

６
０
０
０
万
円
を
要
求

す
る
。

み
ら
い
エ
コ
住
宅
２

０
２
７
事
業
は
、
現
在

25
年
度
補
正
予
算
１
７

５
０
億
円
で
実
行
さ
れ

て
い
る
み
ら
い
エ
コ
住

宅
２
０
２
６
事
業
の
後

継
と
し
て
、
２
０
０
０

億
円
へ
の
増
額
を
要
求

す
る
。
省
エ
ネ
基
準
よ

り
断
熱
基
準
を
強
化
し

た
高
断
熱
化
と
、
高
効

率
な
設
備
を
導
入
し
た

Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
の
新
築
住

宅
や
、
既
存
住
宅
の
省

エ
ネ
改
修
を
補
助
金
で

支
援
す
る
内
容
は
現
行

の
事
業
と
同
様
だ
が
、

具
体
的
な
補
助
額
や
補

助
の
要
件
な
ど
の
詳
細

は
今
後
の
検
討
事
項
と

さ
れ
て
い
る
。
補
助
事

業
そ
の
も
の
は
27
年
度

も
継
続
の
見
通
し
と
な

っ
た
が
、
１
件
当
た
り

の
補
助
額
な
ど
が
変
わ

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。建

築
物
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ボ
ン
削
減
推

進
事
業
は
、
７
月
に
成

立
し
た
改
正
建
築
物
省

エ
ネ
法
の
下
で
、
建
築

物
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ

ー
ボ
ン
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２

）
評
価
制
度
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

新
事
業
で
、
40
億
６
０

０
０
万
円
を
要
求
す
る
。

新
築
・
増
改
築
・
改
修

事
業
な
ど
で
、
省
エ
ネ

・
省
資
源
・
脱
炭
素
に

資
す
る
躯
体
工
事
や
設

備
工
事
な
ど
の
費
用
を

補
助
す
る
。
具
体
例
と

し
て
、
既
存
建
物
の
地

下
躯
体
を
再
利
用
す
る

こ
と
で
新
規
に
必
要
な

資
材
の
量
を
削
減
し
た

り
、
製
造
時
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
が
少
な

い
建
材
や
設
備
、
例
え

ば
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
床
ス
ラ
ブ

な
ど
の
木
質
化
や
高
炉

セ
メ
ン
ト
、
電
炉
鉄
な

ど
を
採
用
し
た
り
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。建

築
物
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２

評
価
制
度
関
連
で
は
、

建
築
物
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
評

価
の
実
施
と
建
築
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
普
及
を
一
体
的
に

支
援
す
る
建
築
Ｇ
Ｘ
・

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
も
１
０

３
億
円
で
盛
り
込
ん
だ
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
評
価
を
行

う
際
の
費
用
や
、
同
評

価
に
必
要
な
建
材
・
設

備
の
Ｃ
Ｏ
２
原
単
位
等

を
策
定
す
る
場
合
の
費

用
を
補
助
す
る
も
の
で
、

現
在
26
年
度
当
初
予
算

73
億
円
で
実
行
さ
れ
て

い
る
。
27
年
度
は
施
工

現
場
の
Ｄ
Ｘ
の
実
証
・

普
及
へ
の
補
助
が
追
加

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

増
額
の
要
求
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
中
大
規
模
木

造
建
築
物
を
補
助
す
る

優
良
木
造
建
築
物
等
整

備
推
進
事
業
も
継
続
の

方
針
で
17
億
円
を
要
望

す
る
。
木
造
化
の
た
め

の
調
査
設
計
費
や
建
設

工
事
費
に
対
し
て
１
件

７
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
（
国
交
省
発
表
）
は
６
万

６
４
３
９
戸
（
前
年
同
月
比

８
・
２
％
増
）
と
４
カ
月
連

続
で
増
え
、
今
年
最
高
と
な

り
、
４
月
以
降
続
く
前
年
の

建
築
基
準
法
改
正
の
影
響
に

よ
る
反
動
減
が
薄
れ
て
き
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

７
月
の
着
工
戸
数
と
し
て
は

過
去
10
年
間
で
２
番
目
に
低

く
、
法
改
正
の
影
響
が
な
か

っ
た
24
年
７
月
比
で
も
２
・

３
％
減
で
、
近
年
の
実
績
と

比
較
し
て
実
需
が
低
調
な
状

態
が
続
い
て
い
る
。

利
用
関
係
別
で
は
、
持
ち

家
が
１
万
７
７
３
０
戸
（
前

年
同
月
比
０
・
４
％
増
）
で

４
カ
月
連
続
増
と
な
っ
た
が
、

実
数
は
前
年
並
み
と
な
っ
た
。

７
月
の
着
工
戸
数
と
し
て
は

過
去
10
年
間
で
２
番
目
に
低

く
、
持
ち
家
の
実
需
低
迷
ぶ

り
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、

貸
家
は
３
万
１
６
４
戸
（
同

10
・
０
％
増
）
、
分
譲
は
１

万
８
２
０
８
戸
（
同
14
・
６

％
増
）
で
、
４
カ
月
連
続
増

と
と
も
に
、
２
桁
増
も
続
い

て
い
る
。
分
譲
の
う
ち
戸
建

て
分
譲
は
１
万
５
７
８
戸
（

同
９
・
０
％
増
）
、
マ
ン
シ

ョ
ン
は
７
４
４
８
戸
（
同
24

・
７
％
増
）
で
、
24
年
７
月

比
で
も
22
・
７
％
増
と
伸
び

が
目
立
つ
。

国
交
省
に
よ
る
住
宅
会
社

へ
の
聞
き
取
り
で
は
、
物
価

や
住
宅
価
格
、
金
利
上
昇
を

背
景
に
、
持
ち
家
、
戸
建
て
分

譲
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
消
費

者
の
住
宅
取
得
マ
イ
ン
ド
に
陰

り
が
見
ら
れ
る
と
の
実
感
が
示

さ
れ
た
。

木
造
全
体
は
３
万

９
５
４
７
戸
（
同
６
・
８
％
増

）
で
、
こ
の
う
ち
在
来
は
３
万

８
５
１
戸
（
同
11
・
３
％
増
）

で
新
設
住
宅
の
総
数
以
上
の
増

加
幅
が
続
い
て
い
る
。
一
方
、

２
×
４
は
７
７
１
９
戸
（
同
８

・
５
％
減
）
で
２
カ
月
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。
２
×
４
は
利

用
関
係
別
で
も
軒
並
み
前
年
同

月
比
減
少
し
て
お
り
、
特
に
貸

家
の
同
８
・
７
％
減
が
響
い
た
。

季
節
調
整
済
み
年
率
換
算
値

は
77
万
４
０
０
０
戸
（
前
月
比

１
・
６
％
減
）
で
、
３
カ
月
ぶ

り
の
減
少
と
な
っ
た
。

当
た
り
上
限
３
億

円
を
補
助
す
る
も

の
で
、
補
助
要
件

と
し
て
26
年
度
か

ら
加
わ
っ
た
。
２

０
０
０
平
方
㍍
以

上
の
新
築
は
Ｌ
Ｃ

Ｃ
Ｏ
２
評
価
の
実

施
が
引
き
続
き
求

め
ら
れ
る
。

断
熱
改
修
等
の

費
用
を
補
助
す
る

住
宅
・
建
築
物
省

エ
ネ
等
改
修
推
進

事
業
は
、
寒
冷
地

の
断
熱
改
修
等
は

他
地
域
よ
り
補
助

を
引
き
上
げ
る
内

容
に
変
更
さ
れ
た

う
え
で
、
引
き
続

き
予
算
要
求
に
計

上
さ
れ
た
。

住
宅
需
要
は
大
手
ビ
ル

ダ
ー
を
中
心
に
堅
調
で
、

非
住
宅
物
件
の
増
加
も
あ

っ
て
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は

引
き
続
き
忙
し
い
。
た
だ
、

建
築
現
場
の
人
出
不
足
の

影
響
か
ら
物
件
消
化
が
遅

れ
て
い
る
と
の
話
も
聞
か

れ
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
い

ま
一
つ
だ
。
今
後
は
10
月

に
か
け
て
プ
レ
カ
ッ
ト
の

仕
事
は
増
え
て
い
く
見
通

し
だ
が
、
資
材
な
ど
の
コ

ス
ト
を
い
か
に
販
売
価
格

へ
転
嫁
し
て
い
く
か
が
課

題
と
な
る
。

木
材
関
係
は
強
含
み
が

続
い
て
い
る
。
欧
州
材
製

品
は
、
現
地
メ
ー
カ
の
採

算
悪
化
に
よ
る
減
産
と
先

物
契
約
の
減
少
、
円
安
に

よ
る
オ
フ
ァ
ー
価
格
の
上

昇
で
今
月
も
環
境
は
厳
し

い
。
米
松
国
内
挽
き
製
品
は
、

円
安
と
輸
送
コ
ス
ト
上
昇
を

受
け
て
構
造
材
関
係
の
値
上

げ
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
川

下
に
買
い
急
ぐ
姿
勢
は
見
ら

れ
な
い
。
国
産
材
製
品
は
外

材
か
ら
の
シ
フ
ト
が
進
み
、

引
き
合
い
が
強
い
杉
集
成
管

柱
な
ど
は
強
基
調
と
な
っ
て

い
る
。
弱
含
ん
で
い
た
桧
土

台
も
持
ち
直
し
、
底
値
感
が

出
て
き
た
。

東
海
４
県
の
７
月
の
新
設

住
宅
着
工
戸
数
は
７
３
４
８

戸
（
前
年
同
月
比
６
・
１
％

減
）
、
持
ち
家
は
２
７
６
６

戸
（
同
１
・
６
％
減
）
で
い

ず
れ
も
４
カ
月
ぶ
り
の
減
少
。

分
譲
住
宅
も
マ
ン
シ
ョ
ン
が

大
幅
に
減
っ
た
こ
と
で
１
９

８
９
戸
（
同
17
・
３
％
減
）

と
４
カ
月
ぶ
り
の
減
少
と
な

っ
た
。


